








1.はじめに 

フェニールケトン尿症(以下 PKU と略す)の早期発見,早期治療を目的として,ガスリー法に

よるマススクリーニングが全国的に実施されるようになったのは昭和 52年からである。そ

れ以前の昭和43年からは塩化第二鉄反応を用いるPKUのスクリーニングが行なわれていた

が,満足しうる方法ではなかった。 

それぞれの時代に生きた PKU発症の児が今日どのような社会適応をして生活しているのか,

そして今後どう生きようとしているのか,ガスリー法によるマススクリーニングが国と地

方自治体の費用によって行なわれていることもあり,ある時点において,こうした点を知っ

ておくことは意義あることと思う。 


